9.二次元乱流と臨界現象(臨界現象,研究会報告) by 五十嵐, 儀孝
Title9.二次元乱流と臨界現象(臨界現象,研究会報告)
Author(s)五十嵐, 儀孝



















∂a) → → →
















ている事からも非常に困難であろう｡ また,くりこみ変換群 を構成して瑞 を得るとし
ても, Wilson 8)流の多項式展臥 長波長消去等で達成される保証もな′､｡即ち,臨界
現象での Kadano汀括像に相当する現象論に欠けている｡ そこで,特に二次元乱流の特
徴を活用 し,具体的に臨界現象の問題に帰着する様な現象論を以下で提案する｡
C) 発展乱流はR-Uレ/リー -,k-- の極限現象と考えられ,この極限状態では長波長
長に入力した渦度が短波長にカスケー ドし分子粘性で散逸するので,くdT'(k)wn(K)>
が k-0,K-- で有限な相関を持っと考えられ,カスケー ド量の渦度が秩序パラメー
タである｡次に秩序パ ラメータの定常分布 p(W)は,大きな渦から小さな渦-と渦度が
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ので報告する｡ それは比熱には発散が認められず,帯磁率には著 しい発散が起 り,古典
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